
　東京薬科大学の歴史

　東京薬学校と上野女子薬学校の誕生

　東京薬科大学の前身は1880年創立の東京薬舗学校。1883年に東京

薬学校となりました。1929年には上野女子薬学校が設立され、1931年

に東京薬学専門学校女子部になりました。

　1949年、東京薬学専門学校と東京薬学専門学校女子部を併せ、東京

薬科大学が設立されます。このような経緯から男子部と女子部が存在す

ることになったわけです。

　男子部・女子部が同じキャンパスで学ぶようになったのは、1976年

の全学八王子キャンパス移転後のことです。女子の比率が著しく高い薬

学部において、男子学生と女子学生の数を均等にするために、今日でも

男子部と女子部の体制を継続しています。

　創立138年という歴史が築いた学習環境、人脈、様々な実績は他の追

随を許さない存在です。


